
序
　
科
学
と
宗
教
の
交
錯
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
金
子
　
務
　
9

１
　
な
ぜ
科
学
と
宗
教
を
問
題
に
す
る
の
か
　

１１

２
　
科
学
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
の
か
　

１５

３
　
科
学
と
宗
教
の
映
発
的
関
係
－

大
拙
と
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
場
合
　
1
8

4
　
な
ぜ
無
意
識
が
問
題
な
の
か

－

「
分
別
す
る
無
意
識
」
と
「
い
の
ち
の
岩
盤
か
ら
の
返
照
」
　
2
2

第

１

部
　

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

と

の

対

話
－

知

と

信

の

原

型

か

ら

第

１

章
　

世

界

宗

教

と
科

学

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
伊
東
俊
太
郎
　
3
3

1
　
は
じ
め
に
　
　
3
5

2
　
世
界
宗
教
の
起
源
と
し
て
の
「
精
神
革
命
」
　
3
6

3
　
「
精
神
革
命
」
と
「
横
へ
の
超
越
」
　
3
7

4
　
「
水
平
超
越
」
の
根
源
と
し
て
の
「
宇
宙
連
関
」
　
3
9

5
　
「
科
学
革
命
」
と
「
宇
宙
連
関
」
　
4
1



６
　

お
わ
り
に
　
4
5

第

２

章
　

キ

リ

ス

ト

教

以

前

の
科

学

と

宗

教

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
……
山

口
義
久
　
4
9

序
　

宗
教
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察
　
5
1

1
　
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
理
論
天
文
学
　
5
2

2
　
古
代
の
地
動
説
　
5
4

3
　
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
理
論
科
学
の
要
因
　
5
8

4
　
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
宗
教
と
科
学
　
6
0

第

３

章
　

ガ

リ

レ

オ
裁

判

の
真

実

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
田
中
一
郎
　
6
9

1
　
は
じ
め
に
　
　
7
1

2
　
天
文
観
測
と
地
動
説
の
確
信
　
7
2

3
　
第
一
次
裁
判
　
7
4

4
　
第
二
次
裁
判
　
7
8

5
　
判
決
　
8
3

6
　

ガ
リ
レ
オ
神
話
の
起
源
　
8
5

7
　
お
わ
り
に
　
8
7

第

４

章
　

乾

燥

地

文

明

に

お

け

る

帝

国

と

宗

教

の

形

成

－

黒

ア

フ

リ

カ

・

イ

ス

ラ

ー

ム

文

明

か

ら

考

え

る

…
……

嶋

田

義

仁
　
9
1

1
　

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
文

明

理
解

の
困
難
　
9
3

人
間
へ
の
問
い
／
京
都
学
派
の
哲
学
者
た
ち
／
「

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
森
」

の
な
か
で
語
ら
れ
た

哲
学
思
想
／
「
ア
フ
リ
カ
の
森
」
へ

２
　

黒

ア

フ
リ

カ
・

イ
ス

ラ

ー

ム
文

明
　
9
7

ア
フ
リ
カ
の
サ
ー
ヘ
ル
・

ス
ー
ダ
ン
の
農
業
と
牧
畜
文
化
／
自
然
灌
漑

に
よ
る
乾
燥
地
河
川

文
化
／

サ
ハ
ラ
交
易

に
よ
る
文
明
化
／
黒
ア
フ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
ー

ム
文
明

３
　

ア

フ
ロ
・

ユ
ー
ラ

シ
ア
内

陸

乾
燥

地
文

明
　
1
0
3

砂
漠
が
文
明
を
生
む
／

ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ

シ
ア
内
陸
乾
燥
地
文
明
／
家
畜
が
可
能
に
し
た
国

際
交
易
文
化
／
家
畜
力
が
可
能

に
し
た
帝
国
形

成
／

家
畜
文
化

に
お
け
る
科
学
技
術
／
化
石

工
ネ
ル
ギ
ー
発
見
以

前
の
時
代

に
お
け
る
工
ネ
ル
ギ
ー

第

５

章
　

イ

ス

ラ

ー

ム

と

科

学

技

術

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
……

三

村

太

郎
　

１１５

１
　

は
じ

め

に
－

最
先

端

科

学
を

担

っ

た
イ

ス
ラ

ー

ム
文
化

圏
　

１１７

２
　

ア

ッ
バ
ー

ス
朝

に
お
け

る
ギ

リ

シ
ア
科

学

の
必
要

性
　
1
2
1

3
　

権

威

を
超

え

る

イ
ス
ラ

ー

ム
科

学
　
1
2
8

4
　
　さ
い

ご

に
　
　
1
3
2



第

２

部
　

ア

ジ

ア

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

ー

こ

こ

ろ

の

深

層

を

巡

っ

て

第

６

章
　

宗

教

と

科

学

の

融
和

と

拒

絶

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
正
木
　

晃
　
1
4
1

1
　
科
学
と
向
き
合
う
宗
教
　
1
4
3

仏
教
と
科
学
の
関
係
／
キ
リ
ス
ト
教
の
場
合
①
－

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
ニ
世
／
キ
リ
ス
ト
教

の
場
合
②
－

パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
／
キ
リ
ス
ト
教
の
危
惧
／
教
行
信
証

２
　
新
た
な
課
題
の
登
場
　
1
5
3

科
学
が
も
た
ら
す
宗
教
の
変
容
／
Ｅ
Ｔ
と
キ
リ
ス
ト
教
神
学
／
Ｅ
Ｔ
探
査
は
人
類
の
未
来
探
し

第

７

章
　

原

始

仏

教

に
お

け

る

知

と

信

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
植
木
雅
俊
　
1
6
1

1
　
古
代
イ
ン
ド
に
現
れ
た
物
理
学
　
1
6
3

イ
ン
ド
人
の
壮
大
な
時
空
観
／
『
法
華
経
』
に
描
か
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

２
　

普
遍
性
の
功
罪
　
1
6
9

イ
ン
ド
人
の
普
遍
的
思
考
／
ゼ
ロ
の
発
見
と
巨
大
数
／
迷
信
・
呪
術
・
ド
グ
マ
を
否
定
し
た

釈
尊

３
　
釈
尊
は
何
を
説
い
た
か
　
1
7
5

如
実
知
見
＝
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
こ
と
／
ド
グ
マ
の
否
定
／
自
分
で
確
か
め
て
信
ず
る

第
８
章
　

脳
と
心
と
無
意
識
－

脳
科

学
・
幸
福
学
と
仏
教

の
関

係

…
……
前
野
隆
司
　
1
8
3

は
じ
め
に

1
　
受
動
意
識
仮
説
　
1
8
5

2
　
幸
福
学
　
1
9
2

３
　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　（
Ｑ
＆
Ａ
）
　
　
1
9
4

第
９
章
　

鈴
木
大
拙

か
ら
折

口
信
夫

へ
、

そ
し
て
宮
沢
賢

治
へ

…
…
…
…
……
安
藤
礼
二
　
2
0
3

1
　「
如
来
蔵
」
と
は
何
か
　
2
0
5

2
　
鈴
木
大
拙
と
西
田
幾
多
郎
　
2
0
8

3
　
近
代
日
本
の
哲
学
、
文
学
、
古
代
学
の
起
源
　

２１２

４
　
「
日
本
的
霊
性
」
の
可
能
性
と
不
可
能
性
　
2
1
6

第
1
0章
　

日
本
文
化

に
お
け

る
知
と
信
と
技
－

和
歌
と
俳
諧

に
読
む

＝
＝
荒
川
　
紘
　
2
2
3

1
　
自
然
と
四
季
を
詠
む
和
歌
　
2
2
6

『
万
葉
集
』
の
自
然
と
四
季
／『
古
今
和
歌
集
』
の
自
然
と
四
季

２
　
地
名
を
詠
む
　
2
2
8

歌
枕
の
誕
生
／
虚
構
の
自
然
を
詠
む－

屏
風
歌



３
　
『
新
古
今
和
歌
集
』
　
2
3
0

藤
原
定
家
－

美
の
錬
金
術
師
／
最
勝
四
天
王
院
の
障
子
歌
／
西
行
―

白
然
と
の
一
体
化

４
　
芭
蕉
　
2
3
4

歌
枕
の
旅
と
自
然
の
発
見
／「
造
化
に
し
た
が
ひ
て
四
時
を
友
と
す
」／
日
本
人
と
ギ
リ
シ
ア
人

５
　

山
岳
信
仰
と
神
　
2
3
6

信
仰
の
山
／
修
験
道

６
　

日
本
の
技
－

建
築
を
例
に
　
2
3
8

7
　
む
す
び
－

湯
川
秀
樹
の
歌
　
　
2
3
9

第
1
1
章
　

内

村

鑑
三

に

よ

る
科

学

と

キ

リ

ス

ト
教

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
……
武
富
　

保
　
2
4
3

1
　
札
幌
農
学
校
　
2
4
5

2
　
内
村
鑑
三
に
み
る
科
学
　
2
5
1

3
　
内
村
鑑
三
に
み
る
キ
リ
ス
ト
教
　
2
5
7

4
　
お
わ
り
に
　
2
6
1

あ
と
が
き
　

科
学
隣
接
領
域
研
究
会
の
成
果
と
し
て
の
本
書
の
意
義

―

金
子
　
務
　
2
6
6

科
学
隣
接
領
域
研
究
会
の
記
録
　
2
7
5

著
者
紹
介
　
2
7
7
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